
分科会開催報告 書 

報告日  令和 5年 5月 １4日（日） 報告者 佐藤和広 

分科会名  古文書を読む会 開催テーマ 尾張藩主徳川慶勝⑤ 

開催日時  令和 5年 5月 11日（木） 

午前 １０:００ 時 ～ １２：００ 時 
開催場所 金沢公会堂第二会議室 

参加人数  古文書を読む会会員  男 8名  女 3名  合計 11名 （欠席者 2名） 

 

１．幕末に起こった事件・経緯などを講師が年別に解説・・・堀田正睦の失脚、安政の大獄、島津久光

の中央政界登場、将軍家茂の上洛、禁門の変、長州征伐、大政奉還、戊辰戦争、和親条約と 

修好通商条約の違いなど。 

２．長州藩主毛利大膳父子御征伐の儀 

前大納言徳川慶勝が朝廷と幕府宛に出したほぼ同じ内容の報告書のうち幕府宛の報告書。 

当月十八日を以って攻め懸かるべき旨兼て討手の諸藩へ達したが、大膳家老の志道安房が 

広島本陣に罷り出て、この度の暴動の責任者の大膳家老益田右衛門介初め三人の首級を首実験に 

持参し、その上京都暴動の現地参謀の大膳家来宍戸左馬之助初め四人を国元に於いて斬首申し 

付け、又久坂玄瑞初め三人は暴動の節京都において死亡した旨申し出てきた。 

従って毛利父子伏罪の形跡も顕れたと判断し、攻撃の日限を見合わせる旨を討手参加の諸藩へ 

申し渡した。尤も今後の状況如何に依っては迅速に攻撃する事もあるかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

  

次回予定 令和 5年 6月 8日（木）１０：００～１２：００ 

     場 所：金沢公会堂第二会議室 

     テーマ：尾張藩主徳川慶勝⑥ 

 

 


